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新所長就任のごあいさつ

１０月１日付で宮田所長の後任で参りました鈴木と申します。
私は愛知県一宮市出身でして、高校卒業までプラス１年間（名駅前のK塾に

通っていました。）を過ごした愛知県に約２０年振りに戻って来たことにな
ります。

入省してからは初めての愛知県での勤務となりますが、三河港、衣浦港両
港を中心とした港湾機能強化や、三河湾の環境改善等に向けて、地元関係者
の皆様のご協力を仰ぎながら、事務所一丸となって取り組んで参りたいと考
えております。

また、久々の愛知県ですので、仕事ではもちろんのことプライベートでも、
あちらこちらに出向き、２０年前と変わったところ、変わってないところを
しっかりと見たり体験したりして、愛知県生活を満喫したいと思っておりま
す。

前任同様愛知県出身の所長ですので、引き続きどうぞよろしくお願い申し
上げます。

三河港湾事務所長

鈴木 信昭
すずき のぶあき

出身地：愛知県
趣味：スキー・ドライブ・スポーツ観戦

■芳川渡し場まつり開催！■

１０月２７日に芳川渡し場まつり（市民ボランティア団体「渡し場かもめ
会」主催）が高浜市芳川町地先にて開催されました。このまつりは、｢渡し場
かもめ会」の活動のもとである「藤江の渡し記念碑」※を地域の文化遺産と
して次世代に継承するため、往時を再現する嫁入り舟等が催されるものです。

当日は、かもめ会による記念碑での焼香に引き続き、海の自然を守る児童
標語入賞者の表彰、市長や県会議員の来賓祝辞がありました。地元児童によ
るダンスや太鼓の演奏や、屋台での振る舞いも行われ、快晴であったことも
あり多くの地元住民の方がまつりを楽しんでいました。

※衣浦大橋（昭和31年(1956)）完成
に伴い廃止された、吉浜と対岸の藤江を
結ぶ「藤江の渡し」を偲ぶ地域住民の努
力と熱意により昭和55年に建立されま
した。

午後２時頃からはメインイベント
である「嫁入り舟」が行われる予定
でしたが、強風により舟が出せなく
なったため、嫁入り行列のみ行われ
ました。

記念碑での焼香

嫁入り行列 まつりの様子
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

１０月５日、豊川流域下水道推進協議会主催による「下水道
の日統一キャンペーン」が開催されました。

このキャンペーンは、豊川流域圏の関係市（豊橋市、豊川市、
蒲郡市、新城市）に住む子供達に下水道事業に興味を持っても
らい、使った水がどういう過程を経て最終的に三河湾に流れ込
んでいるかを体験してもらうことを目的としています。

当日は参加者の親子４０名と主催者の協議会の方が、３班に
分かれ、カモメリアの見学、下水道のビデオ学習、当所の港湾
業務艇「しおさい」の船上見学を順番に行いました。

「しおさい」に乗船し約３０分間、三河港内や豊橋市内の豊
川浄化センターを船上から見学しました。港についての説明の
中では、三河港は自動車の輸出入が盛んな港であり、輸入台数
が２０年連続で全国１位ということに驚いていました。運良く、
スナメリも見ることができ、子供達に下水道事業、三河港に興
味を持ってもらえたかと思います。

１０月７日、豊橋市内において第１１回伊勢湾再生海域検討会三河湾
部会（事務局：三河港湾事務所、愛知県建設部港湾課）を開催しました。

「三河湾部会」では、三河湾において環境改善の課題の一つである
「貧酸素水塊※」の抑制に効果が期待できる方策として、干潟・浅場の
造成や深掘跡※の修復等についての検討を進めており、平成２１年度に
設立して以来、今回で１１回目の開催となります。

部会長である中田教授（名城大学大学院総合学術研究科）の議事進行
のもと、事務局から提案した干潟・浅場の造成地・造成形状の検討、造
成材の品質基準に関して議論いただきました。

頂いた意見を基に、引き続き三河湾の環境改善に向け検討を進めてい
きます。

次回の開催は平成２６年２月を予定しています。

■第１１回伊勢湾再生海域検討会三河湾部会を開催しました■

職員による説明

会議の様子

作品№15 継承される文化
（高浜市芳川町地先・「藤江の渡し」）

作品№15 継承される文化
（高浜市芳川町地先・「藤江の渡し」）

三河港湾ぎゃらりー三河港湾ぎゃらりー

※貧酸素水塊（ひんさんそすいかい）：海水中の酸素がほとんどなく、魚介類が生息できない水域

※深掘跡（ふかぼりあと）：埋立用の砂として使用するため、海底を掘って深くなってしまった場所

■下水道の日統一キャンペーン■

↑港内見学の様子


